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伊勢市教育委員会の学力向上に向けた取組 

～令和５年度全国学力･学習状況調査の結果を踏まえて～ 

 
１ 確かな学力と社会を形成する力の育成 
これからの日本社会は、将来の予測が困難な複雑で変化の激しいものとなるといわれています。

そのような社会で生きる子どもたちには、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、

「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱からなる「資質･能力」を総合的にバランスよく育んで

いく必要があります。また、今後、子どもたちが社会で自立し、他者と協働しながら新たな価値を

創造していく力を身に付けるためには、課題の発見と解決に向けて主体的･対話的で深い学びを実

現させなければなりません。 

そこで、教員が子どもたちの学習における状況を丁寧に把握したり、自ら指導方法を不断に見直

し、改善したりしていくことが必要です。そのため以下の事業を通して、幼稚園、小・中学校等が

連携し取組を進めることができるよう支援しています。 
 
１ 学力の育成 
(1)学力向上推進事業 

・児童生徒の学習到達度を明らかにし、個に応じたきめ細かな指導に生かすために目標基準準拠

検査（CRT）を市内全小中学校で実施しています。 

・研究校を指定し、教育課程に係る実践研究を進めています。 

・研究校を指定し、教科担任制に係る実践研究を進めています。 

(2)GIGAスクール構想の推進  

・１人１台端末等 ICT を活用し、「個別最適な学び」「協働的な学び」を推進し、そのための活

用に係る教員研修の実施やコンピュータ等機器の環境整備を進めています。 

・情報教育推進委員を核に、情報リテラシーや情報モラル等の情報活用能力の育成に向けた取組

の充実を図っています。 

・学校への ICT機器整備及び iPadの活用を推進するため、ICT支援員を計画的に派遣し、教員間

の情報共有や授業等での活用について充実を図っています。 

 
２ グローバル教育の推進                   
(1) エンジョイイングリッシュ事業 

・小学校では、外国語によるコミュニケーション能力の素地や基礎を養うために、ALT との交流

を行っています。 

・研究校を指定して、小中接続の授業の充実とともに、効果的なカリキュラムを目指し、研究実

践を行っています。 

・中学校では、スピーチコンテストを開催し、授業の成果を発表する場を設けています。 

・小中学生を対象に、英語検定にチャレンジすることを通して、英語への関心意欲を高めるため、

英語検定料の補助を行っています。 

(2) ALT活動事業 

・小学校では、３、４年生で外国語活動、５、６年生で外国語科が実施され、ALT は、担当教員

が行う授業を補助しています。 

・ALT は小学校１、２年生では、歌やゲームを中心とした外国語の活動や国際理解教育を行って

います。また、異文化理解のため、ALT が行事等に参加し、様々な場面で児童と交流できるよ

うにしています。 

・中学校では、ALT が授業に加わることで、生徒の生きた英語に触れる機会を増やし、授業が実

際のコミュニケーション場面の１つとなるようにしています。 
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３ 主体的に社会を形成する力の育成 

 (1) 豊かな心を育む体験交流活動支援事業 

・「社会参画力向上推進事業」として事業推進校を指定し、自然や環境、文化、ボランティア等

に関する体験・交流学習、地域とのふれあいを通した体験活動、創意工夫を生かした学習活動

を行っています。 

・「きらり自然体験活動推進事業」として事業推進校を指定し、校外での自然体験活動、学校へ

講師を招いての自然体験活動、環境活動を行っています。 

・「ふれる・つくる・かんじる自然体験プログラム」として実施校において、校外の自然体験活 

動と校内での製作活動を組み合わせ、体全身で自然に触れたり感じたりする活動を行っていま 

す。 

・中学生が助産師や思春期保健相談士からいのちについての講義を聞いたり、赤ちゃんとふれあ

う機会をもったりして、自分や他者のいのちの大切さを知ることで、共感能力や自己肯定感を

高める機会を設定しています。 

(2) 環境教育の推進 

 ・学校や地域の実態に応じた特色ある環境教育・環境保全に関する取組を実施しています。 

 ・環境教育出前授業を積極的に活用した実践や、県内の公的機関・ボランティア団体等と連携し 

た環境教育を推進していきます。 

 
４ キャリア教育の推進 
(1)未来へチャレンジ！職場体験推進事業 

・キャリア教育の一環として、中学校２年生において職場体験活動を行っています。将来さまざ

まな生き方や進路選択の可能性があること等の学習を通して、生徒の勤労観・職業観を育てて

います。 

・地元企業のボランティア（ビジネスパーク伊勢）の協力による出前授業の実施により「地域の

子どもは地域で育てる」という気運を高めています。 

 
５ 幼児教育の推進 
(1) 保幼小の連携 

・途切れのない支援を充実させるため、保幼小が連携できるように、教育・保育の参観の機会拡

大や情報交換の機会を設けています。 

(2) 教育研究プロジェクト（幼稚園教育） 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明確化し、発達段階を踏まえた幼稚園教育のあり

方について委託研究を進めています。 

・公開保育研究会の案内を小中学校教員にも発信し相互理解と連携を図っています。 

(3) 研修講座の実施（乳幼児教育専門講座） 

・乳幼児教育に係る今日的な課題を研修講座のテーマとして設定し、県内外の専門家を講師に迎

え、幼稚園教員、保育士、小中学校教員等とともに実践的に学んでいます。 
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２ 令和５年度全国学力・学習状況調査の伊勢市の結果 

 

１ 令和５年度全国学力・学習状況調査について 

(1)調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じ

て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

(2)調査日 

令和５年４月 18日（火）実施 

 

(3)対象者 

市内全小学校の第６学年（994名）、全中学校の第３学年（888名）で実施 

 

(4)調査科目 

小学校：国語、算数 

中学校：国語、数学、英語 

 

(5)調査内容 

①教科に関する調査 

・出題内容は、下記アとイを一体的に問うもの 

ア 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において

不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

イ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立

て実践し評価・改善する力等 

※調査問題は学習指導要領（小学校調査においては平成 29年告示、中学校調査においては

平成 30年告示）に示された目標及び内容等に基づいて作成。 

 

②生活習慣や学習環境等に関する調査 

・児童生徒に対する学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

（児童・生徒質問紙） 

・学校に対する指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

（学校質問紙） 

 

(6)調査結果についての考え方 

・伊勢市の教育施策・各学校の教育の改善、各児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげる

ことが重要であると考えています。 

・調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面で

あることを踏まえ、調査結果を活用しています。 
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２ 学校質問紙・児童生徒質問紙の調査結果 

学校質問紙・児童生徒質問紙から伊勢市の学校の様子・子どもの様子を見ていきます。 

※以下、小学校対象の学校質問紙は（小学校）、中学校対象の学校質問紙は（中学校）、小学生の児童質

問紙は（児童）、中学生の生徒質問紙は（生徒）と記載。小学校のグラフの背景は水色、中学校はピン

ク色にしました。 

※1％未満は、グラフには記載されていません。 

(1)自己有用感 

グラフ１（児童）              グラフ２（生徒） 

グラフ３（児童）               グラフ４（生徒） 

グラフ１・２は「自分にはよいところがあると思うか」を聞いたものです。昨年度、「当ては

まる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した子どもの割合は、小学校において全国の割

合を下回っていましたが、今年度は小・中学校ともに全国の割合を上回っています。 

グラフ３・４は「先生はあなたのよいところを認めてくれているか」を聞いたものです。小・

中学校ともに全国の割合を上回っていました。 

グラフ５（児童）                グラフ６（生徒） 

グラフ５・６は「人の役に立つ人間になりたいと思うか」を聞いたものです。「当てはまる」、

「どちらかといえば当てはまる」と回答した子どもの割合は、小・中学校ともに全国の割合を上

回っていました。 

 

 



     

－5－ 

 

(2)児童生徒の基本的生活習慣について 

グラフ７（児童）             グラフ８（生徒） 

グラフ９（児童）             グラフ 10（生徒） 

グラフ７・８は「朝食を毎日食べているか」、グラフ９・10 は「毎日同じくらいの時刻に寝て

いるか」を聞いたものです。中学校では「している」、「どちらかといえば、している」と回答

した子どもの割合は、全国の割合を上回っています。 

一方、小学校では、基本的な生活習慣に課題がみられます。 

 

(3)児童生徒の家庭での学習習慣について  

             グラフ 11（児童）             グラフ 12（生徒） 

グラフ 13（児童）             グラフ 14（生徒） 
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グラフ 11・12 は「平日に勉強する時間」を聞いたものです。伊勢市では、「１時間以上」と回

答した子どもの割合は、小学校で全国の割合を下回っています。昨年度と比べて、全国の割合と

の差は縮まったものの、いまだ全国の割合との差は大きいです。中学校では、昨年度に引き続き、

全国の割合を上回っています。 

一方、グラフ 13・14 は「休日に勉強する時間」を聞いたものです。伊勢市では、中学校は昨年

に引き続き全国の割合を上回っていますが、小学校では、今年度も全国の割合を下回りました。 

             グラフ 15（小学校）             グラフ 16（中学校） 

グラフ 15・16は学校に対して、「家庭での学習方法等について具体例を挙げながら教えたか」を

聞いたものです。「よく行った」、「どちらかといえば行った」と回答した割合は全国の割合とほ

ぼ同数値でした。しかし、「よく行った」と回答した割合は全国の割合を大きく下回っており、改

善の必要があります。 

           グラフ 17（小学校）             グラフ 18（中学校） 

グラフ 17・18 は学校に対して、「家庭学習を指導改善・学習改善に生かしたか」を聞いたもの

です。小学校ではすべての学校において肯定的な回答となりましたが、中学校においては全国の

割合を大きく下回っており、改善の必要があります。 

   グラフ 19（小学校）             グラフ 20（中学校） 

グラフ 19・20 は「自分で計画を立てて勉強をしているか」を聞いたものです。昨年度、小学校

では、「よくしている」、「ときどきしている」と回答した割合が全国を下回っていましたが、

今年度は全国を上回りました。一方、中学校では平成 31 年度以降、全国を上回っており、家庭で

の学習を計画的に実施していることがわかります。 
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家庭学習については、児童生徒質問紙調査と学校質問紙調査の結果を比較し、各学校において

課題を明らかにするとともに、家庭学習について子ども及び保護者への働きかけについて検討す

る必要があります。 

 

(4)児童生徒の家庭での読書習慣について 

グラフ 21（児童）              グラフ 22（生徒） 

グラフ 21・22は「平日に読書をする時間」を聞いたものです。昨年度、「10 分以上」と回答し

た割合は、小・中学校ともに全国の割合を下回っていました。今年度小学校では、全国を上回り

ました。中学校は全国を下回っているものの、全国との差は縮まっており、改善の傾向にありま

す。読書習慣の定着に向けて今後も取組を継続していきます。 

 

(5)地域や社会にかかわる活動の状況について 

グラフ 23（児童）              グラフ 24（生徒） 

グラフ 23・24 は「今住んでいる地域の行事に参加しているか」を聞いたものです。伊勢市では、

小・中学校とも、「している」、「どちらかといえばしている」と回答した割合は、全国の割合

を上回っており、地域との関わりの深さがよくわかります。 

グラフ 25（児童）              グラフ 26（生徒） 

グラフ 25・26 は「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うか」を聞いたものです。

伊勢市では、「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合は、小学校では

全国の割合を下回っています。一方、中学校では、全国の割合を上回っています。 
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小学校では、社会科や生活科、総合的な学習の時間等の学習を通して、地域社会に対する誇り

と愛情、地域社会の一員としての自覚を養っていく必要があります。 

 

(6) 主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導の改善について 

平成 29年３月 31日に学習指導要領が告示され、小学校では令和２年から、中学校では令和３年

度全面実施されました。 

今回の学習指導要領の改訂では、学ぶことに興味や関心をもち、毎時間見通しを持って粘り強

く取り組むなどの「主体的な学び」、個人で考えたことを意見交換したり、議論したりすること

で新たな考え方に気付いたりするなどの「対話的な学び」、課題の追究、課題の解決を行う探究

の過程に取り組むなどの「深い学び」の実現に向けた授業改善が求められています。 

児童生徒質問紙では、以下の質問によって、「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業の

実践の状況を検証しています。 

グラフ 27（児童）              グラフ 28（生徒） 

グラフ 29（児童）              グラフ 30（生徒） 

       グラフ 31（児童）              グラフ 32（生徒） 

グラフ 27・28 は「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思

うか」を聞いたものです。「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合

は、昨年度に引き続き小中学校とも全国の割合を上回っています。 

グラフ 29・30 は「授業で、自分の考えを発表す機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組み立て等を工夫して発表していたと思うか」を、グラフ 31・32 は「学級の友達
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との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができているか」を

聞いたものです。「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合は、小学

校では昨年度からポイントを上げ、全国の割合を上回っていますが、中学校では、全国の割合を

下回っています。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、授業改善に取り組んでいく必要があります。 

 

(7)ICT機器の活用について 

グラフ 33（児童）               グラフ 34（生徒） 

グラフ 35（児童）               グラフ 36（生徒） 

グラフ 33・34 は「前年度までに受けた授業で、コンピュータなどの ICT 機器をどの程度使用したか」

を聞いたものです。小・中学校ともに、全国の平均を大きく上回っており、日常的に ICT機器が活用さ

れていることがわかります。 

グラフ 35・36 は「学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思うか」

を聞いたものです。小学校では、全国の割合を上回っていますが、中学校では全国を下回っています。 

日常的に ICT機器が活用されていますが、活用の場面を見極め、効果的に ICT機器が活用されるよう

取組を進めていく必要があります。 

 

(8) 全国学力・学習状況調査結果の活用について 

  グラフ 37（小学校）             グラフ 38（中学校） 
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グラフ 39（小学校）              グラフ 40（中学校） 

グラフ 37・38は「全国学力・学習状況調査の結果を教育活動改善のために活用したか」を、

グラフ 39・40は「全国学力・学習状況調査の結果を独自の学力調査と併せて分析し、具体的な

教育指導の改善や指導計画等への反映を行ったか」を学校に対して聞いたものです。 

両項目において小・中学校ともに全校が肯定的な回答をしており、全国学力・学習状況調査の

結果を子どもたちの現状を把握し、改善のために活用していることがわかります。 

今後も、学校の教育活動や学校運営の状況に関する情報を積極的に保護者や地域に提供するこ

とで、家庭、地域との連携を深め、子どもたちの確かな学力の育成のために活性化を図っていく

ことが大切です。 

  



     

－11－ 

 

３ 教科に関する調査の結果 

(1)各教科の正答の状況 

  教科に関する調査の平均正答率・正答数は次のとおりです。 

令和５年度の教科に関する調査の概要 

  
小学校調査 中学校調査 

国語 算数 国語 数学 英語 
英語 

話すこと 

R5全国 

平均正答数 
9.4／14 10.0／16 9.7／15 7.2／15 10.4／17 0.6／5 

R5三重県 

平均正答数 
9.4／14 9.9／16 9.6／15 7.3／15 10.1／17 公表無し 

R5全国 

平均正答率(%) 
67.2 62.5 69.7 51.0 45.6 12.4 

R5三重県 

平均正答率(%) 
66.9 61.8 68.7 51.3 45.0 公表無し 

R5伊勢市 

平均正答率概要 

全国と 

ほぼ同じ 

全国と 

ほぼ同じ 

全国と 

ほぼ同じ 

全国と 

ほぼ同じ 

全国と 

ほぼ同じ 
公表無し 

 

 

※国語、算数・数学、英語の平均正答率は、それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率

（概数）です。 

※平均正答率概要については、全国と伊勢市の差異が±3%以内をほぼ同じと表しています。 

※「令和５年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」において、「英語に関する調査の結

果については、『聞くこと』、『読むこと』、『書くこと』の合計を集計する。また、『話す

こと』に関する調査の結果については、当日実施校の結果から推定される全国値のみを公表す

ることとし、都道府県別、指定都市別の公表は行わない。」とされています。 

 

(2)各教科の結果概要 

※「平均正答数」は児童生徒の正答数の平均です。 

※「平均正答率」は平均正答数を百分率で表示しています。 

※概要の「各領域の平均正答率の状況」は、文部科学省から提供されたグラフであり、学習指導

要領に示されたその教科における各領域の、伊勢市と全国（公立）の平均正答率を表したもの

です。 

※「特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨」に記載の記号の見方 

○：正答率が、全国平均よりも３ポイント程度以上高い設問のうち主な設問 

▽：正答率が、全国平均よりも３ポイント程度以上低い設問のうち主な設問 

※設問ごとの正答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率で

す。  
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小学校〈国語〉 
①概要 

小学校〈国語〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、「(2)情報の扱い方に関する事項」、「Ｂ書く

こと」、「Ｃ読むこと」において、全国の平均正答率を下回っています。特に、

「Ｂ書くこと」で課題が大きくなっています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

知識及び技能 

（1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

１三 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う 

○ア いがい   ▽ウ きかん  

（2）情報の扱い方に関する事項 

 

思考力、判断力、表現力等 

Ｂ：書くこと 

▽１二 図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができるかどうかをみる 

 

 
 
 

 ▽２三 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方

を理解し使うことができるかどうかをみる 
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小学校〈算数〉 
①概要 

小学校〈算数〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、「Ａ数と計算」、「Ｂ図形」、「Ｄデータの活

用」において、全国の平均正答率を下回っています。特に、「Ａ数と計算」で課

題が大きくなっています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

Ａ 数と計算 

▽３(1) （ ）を用いた式や、加法と情報の混合した式を場面と関連付けて読み取る

ことができるかどうかをみる 

▽３(4) ２位数÷１位数の筆算について、図を基に、各段階の商の意味を考えること

ができるかどうかをみる  

Ｂ 図形 

▽２(3) 正三角形の意味や性質について理解しているかどうかをみる 

▽２(4) 高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断

し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる 

Ｃ 変化と関係 

○４(1) 百分率で表された割合について理解しているかどうかをみる 

Ｄ データの活用 

▽４(3) 示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだ

した違いを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる 
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中学校〈国語〉 
①概要 

中学校〈国語〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

  

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、「(1)言葉の特徴や使い方に関する事項」、

「(2)情報の扱い方に関する事項」、「Ａ話すこと・聞くこと」において全国の

平均正答率を下回っています。特に、「(1)言葉の特徴や使い方に関する事項」

で課題が大きくなっています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

知識及び技能 

（1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

 ▽３二 文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる 
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中学校〈数学〉 
①概要 

中学校〈数学〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、すべての領域において、全国の平均正答率を上

回っています。「Ｂ図形」「Ｃ関数」において、やや課題が見られます。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

Ａ 数と式 

○１ 自然数の意味を理解しているかどうかをみる 

○２ 数と整式の乗法の計算ができるかどうかをみる 

Ｄ データの活用 

○７(1)  四分位範囲の意味を理解しているかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

－16－ 

 

中学校〈英語〉 
①概要 

中学校〈英語〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題

等 ・今回出題された学習内容のうち、「(2)読むこと」について、全国の平均正答率を

下回っています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

(1) 聞くこと 

○１(1)、(2) 情報を正確に聞き取ることができるかどうかをみる 

○３ 日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ること

ができるかどうかをみる。 

(2) 読むこと 

▽８(1) 社会的な話題について、短い文章の要点を捉えることができるかどうかを

みる 

(5) 書くこと 

○９(1)① 未来表現（be going to）の肯定文を正確に書くことができるかどうかを

みる 
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４ 課題が見られた設問の指導に当たってのポイント 

 (1)小学校国語 

①図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する 

（対応設問１二） 

図表やグラフなどを用いるのは、示すべきことが、図解したり、表形式やグラフ形式で示し

たりした方が分かりやすい場合である。観察や実験、調査の結果などの事実の記述は、このよ

うな図表やグラフを用いる方が自分にとっても考えを深めやすく、相手にとってもよく理解で

きるものとなる。 

本設問では、川村さんは、選んだカードを基に、グラフを示しながら学校の米作りの問題点

とその解決方法について書こうとしている。グラフを用いて自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫することが求められる。 

学習指導に当たっては、伝えたいことを明確にし、分かりやすく伝えるためには、どのよう

な図表やグラフなどを用いるとよいかを児童が考えられるようにすることが大切である。その

ためには、それぞれの図表やグラフの特徴や優れている点などについて、他教科等と関連して

指導することも考えられる。また、推敲の際は、図表やグラフなどの用い方は適切か、図表や

グラフを用いることで書く必要がなくなった文章はないか、あるいは、文章で説明を加えた方

が分かりやすい部分はないか、といった観点で見直していくことが大切である。児童の学習の

状況に応じて、教師が、図表やグラフなどを用いたモデルとなる文章を提示することも考えら

れる。 

なお、引用した図表やグラフの出典については必ず明記するとともに、引用部分が適切な量

になるようにする必要がある。図表を用いる場合には、本文に「図１は、～」、「表１は、

～」といった表現を用いて本文との関連を示すことを指導することも考えられる。 

 

②同じ読み方をする漢字を注意して使う（対応設問１三(1)ウ） 

漢字を書くことについては、当該学年の前の学年に配当されている漢字を書き、文や文章の

中で使おうとする習慣を身に付けるようにするとともに、当該学年に配当されている漢字を漸

次書き、文や文章の中で使うように指導することが重要である。 

学習指導に当たっては、漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにすることが大切

である。第１学年及び第２学年では、文や文章の中で漢字を読むことや、文脈の中での意味と

結び付けていくようにすることが大切である。第３学年及び第４学年は、漢字による熟語など

の語句の使用が増えてくる時期であるため、漢字辞典を使って漢字の読みや意味などを自分で

調べる活動を積極的に取り入れ、習慣として定着するようにすることが大切である。第５学年

及び第６学年は、漢字による熟語などの語句の使用が一層増加する時期であるため、本設問に

あるような「意外」、「以外」などの同音異義語に注意し、漢字のもつ意味を考えて使う習慣

が身に付くようにすることが大切である。 
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③情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使う 

（対応設問２三） 

情報と情報との関係付けの仕方として、例えば、複雑な事柄などを分解して捉えたり、多様

な内容や別々の要素などをまとめたり、類似する点を基にして他のことを類推したり、一定の

きまりを基に順序立てて系統化したりすることなどがある。 

図などによる語句と語句との関係の表し方とは、複数の語句を丸や四角で囲んだり、語句と

語句とを線でつないだりするなど、図示することによって情報を整理することである。図示な

どにより語句と語句との関係を表すことを通して、考えをより明確なものにしたり、思考をま

とめたりすることができることを理解し、そのよさを実感できるようにすることが大切であ

る。 

本設問では、運動の面から健康について考えてきた相田さんが、食事の面から健康について

考えている友達の話を聞いて、【資料３】に興味をもって読み、情報を整理している。相田さ

んが、自分にとって重要だと考えた言葉を整理していることと、運動と栄養素の働きとを関係

付けていることを捉えることが求められる。学習指導に当たっては、目的に応じて必要だと判

断した複数の語句を図示することによって整理できるようにすることが大切である。その際、

児童が知っていたり、これまでの学習で使ったりしたことがある様々な情報の整理の仕方の中

から、自分に合った方法を選ぶことができるように指導することが考えられる。必要に応じ

て、情報の整理の仕方について、一斉に指導を行うことも考えられる。また、〔思考力、判断

力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」の指導事項との関連を図り、指導の効果を高めることが考え

られる。 
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＜小学校国語授業アイデア例①＞（設問１二に対応） 
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＜小学校国語授業アイデア例②＞（設問２全体に対応） 
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 (2)小学校算数 

①目的の図形をつくるための操作の見通しを立てることができるようにする（対応設問２(3)） 

目的の図形をつくるために、どのような操作をすればよいか、図形の意味や性質を基に、見

通しを立てることができるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問のように、実際に正三角形や頂角の大きさが 120°の二

等辺三角形をつくる活動が考えられる。その際、次のページの図のように、テープを折ってＡ

の角の大きさを 20°などにして切ってできた直角三角形を切り開くと、頂角の大きさがそれ

ぞれ何度になるのかを考えることができるようにすることが大切である。その上で、テープを

切って開いてできた二等辺三角形の頂角の大きさはＡの角の大きさの２倍になるのではないか

ということに気付き、正三角形をつくるためには、頂角の大きさを 60°の半分の 30°にすれ

ばよいという見通しを立てることができるようにすることが大切である。 
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②底辺と高さの関係に着目し、図形の面積の求め方から面積の大小を判断できるようにする 

（対応設問２(4)） 

三角形の面積を求めるために必要な底辺と高さの関係に着目し、三角形の底辺や高さと面積

の関係を基に面積の大小を判断できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、平行な直線にはさまれた底辺が等しい、二つの平行四辺形や、

二つの三角形の面積を比べる活動が考えられる。その際、下の図のように、等積変形で平行四

辺形を長方形に帰着させたとき、長方形の縦と横が、元の平行四辺形の底辺と高さに対応する

ことを理解できるようにすることが大切である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、次のページの図のように、面積が等しく、形が異なる三つの三角形の面積について、

実際に計算で面積を求めることで、底辺と高さがそれぞれ等しければ、三つの三角形の面積は

等しくなることを理解できるようにすることも大切である。さらに、底辺と高さの具体的な長

さが分からない場合でも、底辺と高さがそれぞれ等しければ、三つの三角形の面積は等しくな

るということを、三角形の面積の公式から判断できるようにすることも大切である。 
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   さらに、図形の面積を求めるためにどの部分の長さが必要であるかを判断する活動も考え

られる。例えば、下のような、多くの辺の長さが示されている場面において、平行四辺形の

面積を求めようとするとき、必要な情報を自ら選び出すことで、公式の理解を深めることが

できるようにすることが大切である。 
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③示された式を、具体的な場面と関連付けて読むことができるようにする（対応設問３(1)） 

式を用いて数量の関係を表したり、具体的な場面と関連付けて式を読んだりすることができ

るようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、二通りの式を、国語辞典と漢字辞典を並べる

場面とそれぞれ関連付けて、式の中の数値や演算は何を表しているかを明らかにして説明する

活動が考えられる。その際、５×28について、一つ分の大きさが５で、それが 28個あることか

ら、５や 28が何を表しているのかを考え、５が国語辞典１冊の厚さ「５cm」であることと、28

が国語辞典の冊数「28冊」であることを見いだし、下の図のように、５×28は国語辞典 28冊

を並べた長さであることを捉えるなど、式を読むことができるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④筆算を具体物や図に表すことで、式と関連付けて考察できるようにする（対応設問３(4)） 

筆算を具体物や図と関連付けて考察したり、具体物の操作や、図で考えた結果を式に表した

りすることで、筆算を式と関連付けて考察できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、下の図のように、除法の筆算の手順を具体物

や図に表したり、式に表したりする活動が考えられる。その際、除法の筆算が、被除数の 66を

60と６に分解して計算するという考え方に基づいていることを理解できるようにすることが大

切である。 

なお、具体物や図の操作から示唆された 66を 60と６に分解するという考え方が、第１学年

で学習した、十を単位とした数の見方や２位数の表し方に基づいていることを理解できるよう

にすることも大切である。 
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⑤複数のグラフを比べ、見いだしたことを表現できるようにする（対応設問４(3)） 

目的に応じて分類整理された複数のグラフを比べ、見いだしたことを、他者に分かりやすく

表現できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、６年生のグラフと、５年生と６年生を合わせ

たグラフを比べる活動が考えられる。その際、一つのグラフの部分と部分や、複数のグラフを

比べ、同じところや似ているところ、少し違うところや大きく違うところを見いだすことがで

きるようにすることが大切である。また、グラフから特徴や傾向を捉えたり、考察したりした

ことを、グラフのどの部分からそのように考えたのかを明らかにして、他者に分かりやすく説

明できるようにすることも大切である。さらに、次のページの図のように、５年生のグラフ

や、５年生と６年生を並べたグラフも併せて提示し、棒グラフの表し方を変えることで、比べ

やすくなったり分かりやすくなったりすることに気付くことができるようにすることも大切で

ある。 
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＜小学校算数授業アイデア例①＞（設問２に対応） 
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＜小学校算数授業アイデア例②＞（設問３に対応） 
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＜小学校算数授業アイデア例③＞（設問４に対応） 



     

－40－ 

 

 



     

－41－ 

 

 



     

－42－ 

 

 (3)中学校国語 

①漢字を正しく用いる態度と習慣を養う（対応設問３二） 

漢字の指導においては、字体、字形、音訓、意味や用法などの知識を習得し、文脈に即して

漢字を読んだり書いたりすることができるように指導することが大切である。 

漢字の書きについては、小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示され

ている漢字 1,026字について、中学校修了までに文や文章の中で使い慣れる必要がある。その

ため、文章の中ばかりではなく、「Ａ話すこと・聞くこと」の学習の中や、他教科等の学習や

日常の会話の中でも漢字の書きについて意識するよう指導することが大切である。また、実際

に書く活動を通して、漢字を正しく用いる態度と習慣とを養うことも大切である。その際、必

要に応じて辞書を引くことを習慣付けることが有効である。さらに、１人１台端末等を活用し

て文字を入力する際にも、漢字がもつ意味に留意して、適切に選択する力を養うことが重要で

ある。 

なお、漢字の読みについては、学習指導要領の学年別漢字配当表に示されている漢字 1,026

字に加え、中学校修了までに学年別漢字配当表以外の常用漢字の大体を読むことを求めてい

る。 

 

(4)中学校数学 

 課題が見られた設問なし。 

 

 (5)中学校英語 

①意見文を読んで、要点を捉えることができるようにする 

意見文を読んで、要点を捉えるためには、文章全体を通して読み、複数の情報の中から書き

手が最も伝えたいことは何かを判断して捉えることが重要である。 

指導に当たっては、以下のような言語活動に取り組むことが考えられる。 

・ 地球温暖化などの環境問題に関する説明文や意見文を読み、イラストや写真、図表など

も参考にしながら、筆者の主張を数文でまとめる活動 

・ 地球温暖化などの環境問題に関する説明文や意見文を読んで筆者の主張を捉えた後に、

自分ができることなどについてペアやグループで尋ね合ったり伝え合ったり、さらにそ

れを簡潔に書いて表現したりする活動 

 

言語活動を行うに当たっては、繰り返し用いられている語句や同じ内容を言い換えている表

現、文章中の問いかけなどを手掛かりにして最も大切な語句や文を選んだり、段落内の文章の

構成を把握したりすることが大切である。例えば、本設問であれば、As I explained という

表現に着目し、後に位置する情報が筆者の最も伝えたい内容であると捉えることが考えられ

る。 

なお、平成 31 年度（令和元年度）【中学校】英語７のように、複数の段落からなる文章を

読んで、要点を捉えることも大切である。その際には、段落相互の関係を捉える指導などが考

えられる。 
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５ 結果を踏まえた取組の重点 

(1) 校内研修の充実 

伊勢市では、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、すべての学校に

おいて「わかる授業」の実施を目指し取り組んでいます。 

各校の校内研修では、学習指導要領に示されている資質･能力を育むため、「指導と評価の一

体化」について研修を深めるとともに、見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動の研修

を進めています。 

また、目標基準準拠検査（CRT）と WEB-QU（よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケ

ート）を実施・活用し、よりよい集団づくりと授業改善の取組を充実させています。 

これらの取組を充実させるため、指導主事を各学校に派遣し、各校の課題に応じた指導・支

援を行っています。 

 

(2)令和５年度全国学力・学習状況調査等の結果の活用 

令和５年度全国学力・学習状況調査や CRT 等の結果を踏まえ、学校訪問等により学力向上の

取組について各学校と情報共有を行い、子どもたちの確かな学力の定着を図っています。 

また、全国学力・学習状況調査や CRT 等の学力調査を用いた分析の仕方や、授業への生かし

方について、研修会を行っています。 

 

(3)学力向上推進事業の研究指定校の研究とその成果の普及  

学力向上推進事業の教育課程に係る研究指定校（小学校２校、中学校１校）で、令和５年度

全国学力･学習状況調査や CRT 等で見られた課題を解決する授業改善の取組や、ICT を活用した

各教科での資質・能力の育成を目指した授業づくりの研究の一端を公開します。 

教職員へ積極的な研究発表会への参加を促すとともに、その成果を校内研修等で活用します。 

 

(4)ICT機器を活用した授業改善 

伊勢市では、日常的に授業の様々な場面で、タブレット端末等 ICT 機器が活用されています。

「主体的・対話的で深い学び」の実現のため、タブレット端末等 ICT 機器を効果的に活用し、

「個別最適な学び」、「協働的な学び」を一体的に進め、授業改善につなげていきます。 

 

(5)家庭・地域等との連携 

各学校で、家庭学習の手引や学校便り等を通じて、令和５年度全国学力・学習状況調査等の

結果を説明することで、子どもたちの生活習慣・学習習慣・読書習慣等の現状を家庭や地域へ

発信しています。 

研修会や学校訪問をとおして、各学校に家庭学習を充実させるための声掛けをしていきます。

また、タブレット端末に導入されているドリルソフトを使った学習や三重県教育委員会作成の

ワークシート等の活用を進め、家庭学習の改善を図っています。 
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